
 

 

 

  

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

■発行所 

○清川歴史公園 

管理運営委員会 

○清河八郎 

大河ドラマ 

誘致協議会 

■連絡先 

庄内町 

立川総合支所 

立川地域振興係 

 

 
清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
食

堂
・
売
店
・
ガ
イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
管
理
運
営
委
員

会
、
ま
た
は
役
場
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振

興
係
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二

二
一
七 

令和４年（２０２２年）９月３０日             清川歴史公園かわら版                        第１８号 

第２回「清川歴史公園・歴史講座 in 清川」開催 

 
次回１１月１６日開催「庄内藩江戸市中取締について」 

八
月
二
十
四
日(

水)

、
清
川
歴

史
公
園
に
清
河
八
郎
研
究
会
会
長

の
小
野
寺
雅
昭
氏
を
講
師
に
お
招

き
し
て
、
歴
史
講
座in

清
川
「
酒

井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
」
を
開

催
し
ま
し
た
。  

第
ニ
回
の
講
座
は
「
青
少
年
期

の
清
河
八
郎
と
庄
内
藩
」
と
題
し

て
講
演
、
古
文
書
や
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
講
演
の
前
に
は
、
き
よ
か

わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
「
ま

ち
歩
き
」
を
実
施
。
清
川
関
所
か

ら
御
殿
林
を
抜
け
て
、
清
河
神
社

や
清
河
八
郎
記
念
館
な
ど
に
参
加

者
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

 

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
参
加
費 

２
，
０
０
０
円 

・
昼
食
（
温
か
い
肉
そ
ば
） 

・
お
土
産
付 

・
お
昼 

１
２
時
受
付
開
始 

（
午
後
二
時
半
終
了
予
定
） 

・
定
員
２
０
名 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
清
川
関

所
【
電
話
：
０
２
３
４
・
２
５
・
５

８
８
５
】（
定
休
日
：
毎
週
月
曜
日
）

へ
お
電
話
に
て
ご
予
約
下
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し

ま
す
。 

第
三
回
歴
史
講
座
は
十
一
月
十

六
日
（
水
）
に
開
催
。
鶴
岡
市
郷
土

資
料
館
・
今
野
章
氏
に
「
庄
内
藩

江
戸
市
中
取
締
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

清
河
八
郎
は
、
私
達
の
町
「
清
川
」
に

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
の
日
本
は
、
天
保
の

大
飢
饉
の
時
代
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々

が
飢
え
死
に
し
た
り
、
農
民
一
揆
が
起

っ
て
い
ま
し
た
。
目
を
海
外
に
向
け
れ

ば
、
中
国
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
日
本
近
海

に
外
国
の
軍
艦
が
押
し
寄
せ
て
来
て
い

た
時
代
で
し
た
。 （

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
） 

 
 

幕
末
の
志
士 

① 

紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
（
清
河
八
郎
）

 



 

  

令和４年（２０２２年）９月３０日             清川歴史公園かわら版                        第１８号 

企
画
展
「
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
企
画
展
示
連

携
事
業
「
荘
内
藩
の
参
勤
交
代
」
で
は
、
資
料
館
な
ど
か

ら
お
借
り
し
た
貴
重
な
資
料
の
画
像
を
パ
ネ
ル
に
し
て

皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
最
上
川
通
舟
案
内
書
（
大

石
田
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  
八
月
十
八
日
（
木
）
午
前
八
時
か

ら
御
諸
皇
子
神
社
の
例
大
祭
が
規

模
を
縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 な

お
同
じ
日
の
午
後
か
ら
予
定

さ
れ
て
い
た
「
清
川
ま
つ
り
」
は

悪
天
候
の
為
、
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。 

 

須
川
の
船
町
（
山
形
市
）
か
ら

酒
田
湊
ま
で
、
最
上
川
沿
い
の
集

落
や
寺
社
・
航
行
す
る
際
の
難
所

な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
川
船
交

通
の
案
内
図
と
し
て
天
保
七
（
１

８
３
６
）
年
に
作
成
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
大

石
田
か
ら
清
川
付
近
ま
で
の
箇
所

を
パ
ネ
ル
化
・
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
当
時
の
最
上
川
沿
岸
の
様
子

を
じ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

企
画
展
示
部
会
よ
り 

酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
記
念
展
示
連
携
事
業 

荘
内
藩
の
参
勤
交
代 

～
展
示
資
料
を
ご
紹
介
～ 

  

八
月
十
八
日 

・
十
九
日 

【
御
諸
皇
子
神
社
例
大
祭
】 

（
清
川
ま
つ
り
・
獅
子
神
楽
）

 

翌
十
九
日
に
は
、
清
川
獅
子
神

楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
町
内
を

回
っ
て
、
獅
子
神
楽
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。 

清
河
八
郎
の
誕
生 

② 

 

 

紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
（
清
河
八
郎
） 

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）
一
〇
月
一

〇
日
、
父
豪
寿
、
母
亀
代
の
間
に
造
り

酒
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
冷
た
い
雨
が
激
し
く
降

り
、
稲
妻
が
光
り
、
地
を
震
わ
す
日
で

し
た
。
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
産
声
を
上

げ
て
八
郎
は
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
知

ら
せ
を
聞
い
た
祖
父
昌
義
は
、
清
川
か

ら
鶴
岡
の
亀
代
の
実
家
ま
で
早
籠
で
行

き
ま
し
た
。
産
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
子

を
見
る
と
、
ち
い
ち
ゃ
な
手
を
ぎ
ゅ
っ

と
力
強
く
に
ぎ
り
、
雷
の
音
よ
り
大
き

い
声
で
泣
く
姿
を
見
て
、
祖
父
は
「
こ

れ
は
大
物
に
な
る
ぞ
。
」
と
目
を
細

め
、
よ
い
名
前
を
つ
け
て
や
ろ
う
と
、

自
分
の
幼
名
の
「
元
治
」
と
同
じ
「
元

司
」
と
名
を
付
け
た
と
い
い
ま
す
。 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
） 



 

 

  

 

令和４年（２０２２年）９月３０日             清川歴史公園かわら版                        第１８号 

七
月
二
十
九
日
（
金
）
か
ら
三
十
一
日
（
日
）
の
三
日

間
、
清
川
関
所
・
川
口
番
所
と
船
見
番
所
を
使
っ
て
「
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
清
川
関
所
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

７月２９日から３１日まで サマーナイト清川関所開催 

 

こ
の
期
間
は
午
後
八
時
ま
で
開
館
時
間
を
延
長
、
館
内

を
ご
見
学
い
た
だ
き
な
が
ら
、
角
蔵
珈
琲
さ
ん
か
ら
ご
提

供
い
た
だ
い
た
、
清
川
珈
琲
や
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
、
ア
フ
ォ

ガ
ー
ド
な
ど
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
日
替
わ
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
珈
琲
淹
れ
方
講
座

や
１
０
分
間
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ク
レ
イ
パ
ッ
ク
講

座
も
開
催
し
ま
し
た
。
来
館
者
に
は
昼
間
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
回
は
「
オ
ー
タ
ム
ナ
イ
ト
清
川
関
所
」
と
題
し
て
、

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
二
十
七
日
（
日
）
ま
で
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

昼
間
と
は
違
い
、
灯
台
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
船
見
番
所
か
ら
最
上

川
や
関
所
周
辺
を
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
（
清
河
八
郎
） 

預
か
り
米
事
件 

③ 

 

 

八
郎
四
歳
の
時
、
こ
の
年
は
春
先
か
ら

天
候
が
悪
く
、
日
照
り
が
続
い
た
か
と

思
う
と
大
雨
が
降
り
、
大
地
震
ま
で
起

こ
る
始
末
で
し
た
。
村
で
は
食
べ
る
物

も
な
く
な
り
、
十
一
月
下
旬
、
十
六
人

の
義
賊
が
庄
内
藩
の
藩
米
十
一
俵
を
齋

藤
家
の
蔵
の
中
か
ら
奪
い
ま
し
た
。
八

郎
は
、
そ
の
様
子
を
酒
釜
の
後
で
義
賊

の
声
や
体
格
を
よ
く
見
て
い
た
の
で

す
。
も
し
義
賊
を
と
ら
え
な
い
と
一
家

は
追
放
、
当
主
は
斬
首
獄
門
の
刑
に
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
八
郎
の
話

に
よ
り
十
六
人
の
義
賊
と
十
一
俵
の
米

も
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
見
つ
か
り
ま
し

た
。
昌
義
は
八
郎
の
賢
さ
に
驚
い
た
と

い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
十
五
人
は
処
刑

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年（２０２２年）９月３０日             清川歴史公園かわら版                        第１８号 

九
月
十
六
日
（
金
）
に
清
川
在
住
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
ま
ち
歩
き
「
戊
辰
戦

争 

清
川
口
の
戦
い
を
歩
く
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

秋
晴
れ
の
下
、
町
内
の
他
、
鶴
岡
や
酒

田
か
ら
七
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
玉

越
隊
員
や
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会

の
齋
藤
会
長
の
案
内
で
、
清
川
関
所
を

起
点
に
御
殿
林
や
官
軍
墳
墓
・
北
楯
大

堰
・
歓
喜
寺
・
清
河
八
郎
記
念
館
な
ど
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。 

地域おこし協力隊と「戊辰戦争 清川口の戦い」を歩く 

 

十
一
月
六
日
（
日
）
に
「
関
所
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。 

・
会
場
「
清
川
歴
史
公
園
・
清
川
関

所
」
と
「
清
河
八
郎
記
念
館
」 

・
時
間 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

迄
。
主
な
催
し
は
次
の
通
り
で
す
。 

【
清
川
関
所
】 

・「
新
そ
ば
ま
つ
り
」（
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で)

「
御
食
事
処 

御
殿
茶
屋
」
の
新
そ
ば
セ
ッ
ト
の

他
、
東
風
そ
ば
等
販
売
。 

・
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
（
午
後
二
時
半

～
、
午
後
三
時
十
五
分
～
・
各
回
定

員
１
２
名 

事
前
申
込
要
） 

【
清
河
八
郎
記
念
館
】 

・「
幕
末
の
志
士
・
清
河
八
郎
を
学

ぼ
う
＆
紙
甲
冑
着
付
け
体
験
」（
午

前
十
時
半
～
、
午
前
十
一
時
半
～ 

各
回
１
０
名 

事
前
申
込
要
） 

こ
の
他
、
清
河
八
郎
大
河
ド
ラ

マ
誘
致
協
議
会
コ
ー
ナ
ー
や
観
光

ガ
イ
ド
コ
ー
ナ
ー
（
関
所
周
辺
の

寺
社
・
御
殿
林
な
ど
観
光
案
内
）
も

あ
り
ま
す
。
お
問
合
せ
・
お
申
込
は

清
川
関
所
（
電
話:

０
２
３
４
・
２

５
・
５
８
８
５
：
月
曜
定
休
）
ま
で
。 

ま
た
、
ま
ち
歩
き
の
後
に
は
、
清

川
の
銘
菓
「
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
」
と
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
清
川
関
所
の
館

内
で
提
供
し
ま
し
た
。 

 紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
（
清
河
八
郎
） 

 「
井
戸
の
中
の
蛙
」
④ 

 

 

 

「
こ
の
ろ
く
で
な
し
出
て
行
け
！
」
鶴
岡
の

清
水
先
生
の
大
目
玉
が
落
ち
た
の
は
八
郎
十

三
歳
の
時
で
し
た
。
七
歳
で
「
論
語
」
を
父

に
学
び
、
三
年
前
か
ら
鶴
岡
の
母
の
実
家
で

二
つ
の
塾
で
学
び
ま
し
た
が
塾
で
は
学
ぶ
こ

と
が
な
く
、
つ
い
悪
ふ
ざ
け
を
す
る
の
で
塾

を
や
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
酒
田

に
通
い
剣
を
学
び
ま
し
た
。
十
五
歳
の
正
月

に
家
系
図
を
見
た
八
郎
は
「
男
と
生
れ
て
平

凡
に
過
ご
す
の
で
な
く
、
名
を
天
下
に
上
げ

我
が
家
名
を
後
世
に
…
そ
の
た
め
に
江
戸
に

出
て
学
問
に
励
も
う
。
」
と
発
奮
し
ま
し

た
。
や
が
て
八
郎
に
運
命
的
な
出
会
い
が
あ

っ
た
の
で
す
。
藤
本
鉄
石
と
の
出
会
い
で
し

た
。
鉄
石
は
一
か
月
余
り
斎
藤
家
の
楽
水
楼

に
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
書
画
・

文
学
の
話
、
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
の
ア
ヘ
ン
戦

争
後
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
を
狙
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
教
え
ら
れ
八
郎
は
お
の
ず

と
体
が
震
え
て
く
る
の
を
感
じ
た
の
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

（
次
号
へ
つ
づ
く
） 

  

十
一
月
六
日 

(

日) 

清
川
関
所
【関
所
ま
つ
り
】開
催 

戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
の
墓
が
あ
る
歓
喜
寺 


